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全
関
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今
年
年
明
け
に
発
生
し
た
能
登
半
島
大
地
震
で
は
家
屋
倒
壊
や
火

災
、
津
波
や
土
砂
崩
れ
な
ど
で
２
３
０
人
を
越
え
る
死
者
と
多
数
の
被

災
者
が
出
て
い
る
。
電
気
、
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
遮
断
に
加

え
て
悪
天
候
と
余
震
が
続
く
な
か
で
避
難
生
活
が
長
期
化
し
、
「
障
害

者
」
や
高
齢
者
の
介
助
、
介
護
も
深
刻
な
状
況
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
定
期
検
査
中
で
運
転
を
停
止
し
て
い
た
北
陸
電
力
志
賀
原
発
で

は
変
圧
器
の
油
漏
れ
で
外
部
か
ら
受
電
す
る
系
統
の
一
部
が
使
え
な
く

な
っ
た
こ
と
や
使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー
ル
の
水
漏
れ
な
ど
が
報
道
さ
れ

て
い
る
。
運
転
中
だ
っ
た
ら
ど
ん
な
事
故
が
発
生
し
た
の
か
、
想
像
す 

 

改
憲
と
軍
拡
・
金
権
腐
敗
の
自
民
党
政
権
を
打
倒
し
よ
う 

琉
球
弧
の
軍
事
要
塞
化
を
阻
止
し
よ
う 

大
阪
万
博
を
中
止
し
震
災
復
興
と
被
災
者
へ
の
生
活
保
障
を
お
こ
な
え 

 
る
だ
け
で
も
戦
慄
す
る
。
原
発
に
一
切
安
全
は
な
い
の
だ
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
経
団
連
・
十
倉
会
長
（
日
本
万
博

協
会
会
長
）
と
吉
村
大
阪
知
事
（
同
副
会
長
）
は
、
「
震
災
復
興
と
万

博
開
催
を
両
方
や
る
」
と
発
言
し
て
い
る
。
人
命
よ
り
も
カ
ネ
も
う
け

だ
。
福
島
第
一
原
発
事
故
を
は
じ
め
す
べ
て
の
被
災
者
・
困
窮
者
へ
の

生
活
補
償
こ
そ
第
一
に
や
る
べ
き
だ
。
す
べ
て
の
被
災
者
救
済
と
生
活

補
償
を
政
府
に
要
求
し
、
引
き
続
き
、
原
発
再
稼
働
反
対
・
原
発
廃
止

の
声
を
あ
げ
て
い
こ
う
。
昨
年
末
に
社
会
問
題
化
し
た
裏
金
問
題
に
象

徴
さ
れ
る
腐
敗
し
た
自
民
党
岸
田
政
権
を
打
倒
し
よ
う
。 

  



                          

沖
縄
・
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
大
浦
湾
埋
立
工
事
設
計
変
更
を
認
め

な
い
沖
縄
県
に
対
し
、
代
執
行
裁
判
を
提
訴
し
た
政
府
・
国
交
省
は
、

昨
年
12
月
20
日
に
福
岡
高
裁
那
覇
支
部
の
判
決
が
出
る
や
代
執
行
を

宣
言
し
、
１
月
10
日
、
工
事
着
工
を
強
行
し
た
。
判
決
は
、
県
の
主
張

を
「
（
普
天
間
基
地
の
危
険
性
を
除
去
で
き
な
い
か
ら
）
社
会
公
共
の

利
益
を
侵
害
す
る
」
「
憲
法
が
基
本
原
理
と
す
る
法
の
支
配
の
理
念
や

法
治
主
義
の
理
念
を
著
し
く
損
な
う
」
な
ど
と
し
て
国
（
国
交
省
）
の

主
張
を
全
面
的
に
認
め
た
。 

し
か
し
、
普
天
間
基
地
の
危
険
性
除
去
に
辺
野
古
新
基
地
建
設
が

「
社
会
公
共
」
に
な
る
と
い
う
裁
判
所
の
判
断
は
大
き
な
誤
り
で
あ

る
。
最
大
尊
重
さ
れ
る
べ
き
「
社
会
公
共
」
は
日
米
の
軍
事
植
民
地
下

に
あ
っ
て
日
常
的
に
基
地
被
害
を
受
け
続
け
、
基
本
的
人
権
を
蔑
ろ
に

さ
れ
て
き
た
琉
球
・
沖
縄
民
衆
の
声
で
あ
り
意
思
な
の
だ
。
そ
れ
を
一

顧
だ
に
し
な
い
判
決
（
裁
判
所
）
は
国
家
権
力
の
補
完
物
で
し
か
な
い
。 

敗
戦
後
、
日
本
国
家
は
沖
縄
・
琉
球
弧
を
国
体
（
天
皇
制
）
護
持
の

た
め
米
国
に
売
り
渡
し
て
米
軍
の
軍
事
占
領
下
に
置
き
、
１
９
７
２
年

日
本
再
併
合
（
「
復
帰
」
）
以
降
は
、
日
米
両
政
府
に
よ
る
軍
事
植
民

地
と
し
て
占
領
し
続
け
て
い
る
。 

昨
年
11
月
23
日
、
「
琉
球
弧
を
戦
場
に
さ
せ
な
い
！
」
国
会
前
集

会
で
は
、
琉
球
弧
か
ら
「
ヤ
マ
ト
ゥ
の
労
働
者
が
自
分
の
こ
と
と
し
て

闘
い
に
立
ち
上
が
っ
て
ほ
し
い
」
「
ガ
ザ
は
明
日
の
沖
縄
」
と
の
強
い

訴
え
が
あ
っ
た
。
戦
争
の
道
へ
突
き
進
む
日
本
政
府
に
対
し
、
労
働
者

の
団
結
と
闘
い
で
戦
争
を
止
め
よ
う
。 

 

 

国
家
権
力
に
よ
る
辺
野
古
埋
立
代
執
行
弾
劾 

新
基
地
建
設
阻
止
！
全
基
地
撤
去
で
闘
お
う 

 

自
民
党
の
政
治
資
金
問
題
は
歴
代
の
自
民
党
政
権
下
で
常
に
問
題

に
さ
れ
て
き
た
。
経
団
連
・
十
倉
会
長
は
「
政
党
に
企
業
の
寄
付
（
献

金
）
を
す
る
こ
と
は
一
種
の
社
会
貢
献
」
（
12
／
７
東
京
新
聞
）
と

う
そ
ぶ
い
て
い
る
。
政
党
交
付
金
約
３
２
０
億
円
（
過
去
10
年
）
で

自
民
党
は
交
付
金
１
５
０
～
１
７
５
億
円
の
ほ
か
に
企
業
・
団
体
献

金
、
パ
ー
テ
ィ
ー
券
収
入
も
あ
る
。
献
金
し
て
い
る
企
業
は
、
ト
ヨ

タ
、
日
産
、
ホ
ン
ダ
、
キ
ヤ
ノ
ン
、
日
立
製
作
所
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、

伊
藤
忠
、
住
友
、
三
井
、
三
菱
商
事
な
ど
な
ど
大
企
業
が
ズ
ラ
リ
と

並
ん
で
い
る
。
法
人
減
税
や
人
件
費
抑
制
な
ど
で
貯
め
こ
ん
だ
カ
ネ

の
一
部
で
あ
り
、
献
金
（
賄
賂
）
で
政
治
を
動
か
し
て
い
る
の
だ
。 

経
団
連
・
十
倉
会
長
は
大
地
震
か
ら
の
復
興
に
多
額
の
予
算
と
人

手
が
要
る
こ
と
を
百
も
承
知
で
「
震
災
復
興
と
万
博
開
催
を
両
方
や

る
」
と
強
弁
し
て
い
る
。
大
阪
万
博
は
当
初
予
算
の
１
・
５
倍
に
膨

れ
上
が
り
、
１
８
５
０
億
円
の
巨
額
に
な
っ
た
。
そ
の
上
建
設
業
界

の
人
手
不
足
で
パ
ビ
リ
オ
ン
建
設
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
だ
。
カ
ジ

ノ
と
一
体
の
万
博
、
巨
額
予
算
を
食
い
つ
ぶ
し
、
震
災
復
興
を
阻
み
、

労
働
者
に
過
重
労
働
を
強
い
る
万
博
の
開
催
に
断
固
反
対
し
よ
う
。 

岸
田
政
権
は
物
価
高
騰
に
と
う
て
い
及
ば
な
い
「
賃
上
げ
」
で
ご
ま

か
し
、
労
働
者
の
闘
争
を
抑
え
込
み
労
働
組
合
解
体
を
狙
っ
て
い
る
。

民
主
主
義
の
か
け
ら
も
な
く
、
金
の
力
で
権
利
を
踏
み
つ
け
る
腐
敗

し
た
自
民
党
政
治
を
許
さ
ず
労
働
者
の
闘
い
で
ぶ
っ
つ
ぶ
そ
う
。
私

た
ち
の
血
税
を
軍
拡
と
万
博
に
使
う
な
！
す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
上

げ
と
生
活
保
障
を
お
こ
な
え
！ 

 

金
権
ま
み
れ
の
自
民
党
政
権
を
倒
そ
う 

軍
拡
と
大
阪
万
博
を
中
止
せ
よ 

 



                          

昨
年
10
月
20
日
、
厚
労
省
の
「
新
し
い
時
代
の
働
き
方
に
関
す
る

研
究
会
」
は
今
後
の
労
働
基
準
法
と
労
働
基
準
行
政
の
あ
り
方
を
と
り

ま
と
め
た
報
告
（
以
下
「
報
告
」
）
を
公
表
し
た
。
同
研
究
会
は
「
新

し
い
時
代
を
見
据
え
た
労
働
基
準
関
係
法
制
度
の
課
題
を
整
理
す
る

こ
と
を
目
的
」
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
昨
年
３
月
か
ら
10

月
に
か
け
て
15
回
開
催
さ
れ
報
告
の
公
表
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

報
告
は
「
『
守
る
』
と
『
支
え
る
』
と
い
う
２
つ
の
視
点
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
視
点
を
実
現
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
法
制
が
必
要
か
と

い
う
視
点
で
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
。
し
か
し
、

労
働
条
件
の
最
低
基
準
を
定
め
た
労
基
法
が
守
ら
れ
ず
、
違
法
・
脱
法

行
為
が
ま
か
り
通
っ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
の
論
及
は
一
切
な
い
。
労

働
現
場
で
の
女
性
差
別
、
雇
用
形
態
に
よ
る
差
別
、
不
安
定
雇
用
、
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
・
請
負
な
ど
労
働
者
性
を
偽
装
し
た
働
か
せ
方
、
ま
ん
延

す
る
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
、
労
働
に
起
因
す
る
心
身
の
不
調
や
多
発

す
る
過
労
死
な
ど
を
改
善
す
る
こ
と
こ
そ
一
刻
の
猶
予
も
な
ら
な
い

課
題
な
の
だ
。 

 

そ
の
一
方
で
、
「
働
く
人
が
対
等
な
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

下
で
の
多
様
な
働
き
方
を
選
択
で
き
る
こ
と
や
、
自
発
的
な
能
力
開
発 

 

労
基
法
改
悪
策
動
を
打
ち
砕
こ
う 

と
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
実
現
で
き
る
こ
と
等
を
『
支
え
る
』
こ
と
が
重
要
」

と
し
て
い
る
。
要
す
る
に
報
告
は
、
「
適
正
で
実
効
性
の
あ
る
労
使
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
「
多
様
・
複
線
的
な
集
団
的
な
労
使
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
労
基
法
の
今
後
の
制
度
設
計
の
柱
に
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
だ
。 

◆ 

 

労
基
法
は
制
定
以
来
、
政
府
・
独
占
資
本
に
よ
っ
て
改
悪
が
重
ね
ら

れ
、
例
外
規
定
（
免
罰
規
定
）
に
よ
っ
て
骨
抜
き
が
図
ら
れ
て
き
た
。

８
時
間
労
働
制
を
無
き
も
の
に
し
て
い
る
36
協
定
、
み
な
し
労
働
制

（
裁
量
労
働
制
ほ
か
）
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
、
変
形
労
働

制
し
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
過
半
数
労
働
組
合
ま
た
は
過
半
数
代
表

の
労
働
者
代
表
と
の
労
使
協
定
に
よ
っ
て
効
力
を
発
す
る
。 

 

労
組
組
織
率
が
16
・
３
％
（
23
年
６
月
現
在
）
と
過
去
最
低
と
な
り
、

労
使
協
調
の
連
合
が
大
手
を
振
っ
て
い
る
状
況
下
に
あ
っ
て
、
労
使
協

定
に
お
け
る
労
働
者
側
の
規
制
力
は
無
き
に
等
し
い
状
態
だ
。
そ
れ
を

見
越
し
て
報
告
は
「
多
様
・
複
線
的
な
集
団
的
な
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
と
称
し
て
、
労
使
協
定
を
も
っ
て
す
る
労
基
法
の
骨
抜
き
を

い
っ
そ
う
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
現
在
、
協
定
は
事
業

所
単
位
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
範
囲
の
細
分
化
も
目
論
ん
で
い
る
と

い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
報
告
は
「
雇
用
の
流
動
化
」
「
雇
用
に
よ
ら
な

い
働
き
方
」
な
ど
政
府
・
独
占
資
本
が
進
め
る
「
働
き
方
改
革
」
に
沿

っ
て
労
働
基
準
法
と
労
働
基
準
行
政
の
改
悪
を
目
論
む
も
の
で
あ
り
断

じ
て
許
し
て
な
ら
な
い
。 

 

最
後
に
、
か
か
る
反
労
働
者
的
な
報
告
を
取
り
ま
と
め
た
研
究
会
に

連
合
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
（
連
合
総
研
）
の
主
幹
研
究
員
（
中
村
天
江
）

が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
弾
劾
し
て
お
く
。 

 

「
新
し
い
時
代
の
働
き
方
に
関
す
る
研
究
会
報
告
」が 

目
論
む
も
の
は
何
か 

 



                        

今
の
戦
争
国
家
化
を
止
め
る
た
め
に
必
要
な
闘
い
だ
。 

北
海
道
大
学
、
東
京
大
学
、
京
都
大
学
、
大
阪
大
学
（
旧
帝
国
大
学
）

な
ど
に
よ
っ
て
盗
掘
さ
れ
た
遺
骨
返
還
の
闘
い
と
合
わ
せ
て
「
北
方
領

土
の
日
」
廃
止
運
動
は
ア
イ
ヌ
民
族
の
主
権
を
と
り
戻
す
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
と
り
わ
け
「
北
方
領
土
の
日
」
廃
止
は
日
本
人
労
働
者
に
と

っ
て
重
要
な
課
題
だ
。
２
・
４
関
東
集
会
に
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

  

「
北
方
領
土
の
日
」
廃
止
！
「
ア
イ
ヌ
新
法
」
実
現
！ 

 

２
・
４ 

関
東
集
会
に
参
加
し
よ
う 

  

日
本
国
家
が
主
張
す
る
「
北
方
領
土
」
＝
北
方
四
島
と
は
、
ア
イ
ヌ

民
族
や
北
方
諸
民
族
の
先
住
の
地
で
あ
り
、
諸
民
族
が
自
由
に
交
易
を

し
て
い
た
。
「
明
治
」
天
皇
制
国
家
以
降
、
先
住
の
地
・
ア
イ
ヌ
モ
シ

リ
を
「
無
主
の
地
」
と
し
て
土
地
や
資
源
を
略
奪
し
、
ア
イ
ヌ
民
族
を

「
滅
び
ゆ
く
民
族
」
と
し
て
差
別
政
策
を
と
り
続
け
て
き
た
。
２
０
０

７
年
「
先
住
民
族
の
権
利
に
関
す
る
国
際
連
合
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
て

以
降
も
、
日
本
政
府
は
ア
イ
ヌ
民
族
の
先
住
権
・
自
決
権
を
認
め
な
い
。

北
方
四
島
は
ロ
シ
ア
や
日
本
の
「
固
有
の
領
土
」
で
は
な
い
。 

し
か
し
、
今
現
在
も
日
本
政
府
は
２
月
７
日
「
北
方
領
土
の
日
」
に

「
北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大
会
」
を
は
じ
め
と
す
る
「
北
方
領
土
返

還
要
求
運
動
」
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
１
９
８
０
年
11
月
、「
『
北

方
領
土
の
日
』
の
設
定
を
含
む
、
北
方
領
土
問
題
の
解
決
促
進
に
関
す

る
決
議
」
を
あ
げ
、
翌
年
１
月
に
「
１
８
５
５
年
２
月
７
日
『
日
ロ
通

好
条
約
調
印
』
の
日
」
に
ち
な
ん
で
２
月
７
日
を
「
北
方
領
土
の
日
」

と
し
た
。
「
北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大
会
実
行
委
員
会
」
に
は
日
本

労
働
組
合
総
連
合
会
（
連
合
）
や
内
閣
府
、
安
全
保
障
問
題
研
究
会
・

神
道
政
治
連
盟
・
神
社
本
庁
・
全
国
防
衛
協
会
連
合
会
・
隊
友
会
・
日

本
遺
族
会
・
日
本
郷
友
連
盟
・
日
本
放
送
協
会
等
が
担
っ
て
い
る
。
防

衛
省
（
自
衛
隊
）
関
係
団
体
が
多
い
の
は
「
北
方
領
土
返
還
要
求
全
国

運
動
」
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
＝
排
外
主
義
を
煽
り
立
て
る
軍
事
的
目
的

に
も
適
っ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

 

日
本
労
働
者
の
戦
争
責
任
と
し
て
、
ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
、
琉
球
弧
の
先

住
民
族
の
諸
権
利
の
奪
還
と
民
族
差
別
抑
圧
政
策
を
な
く
す
こ
と
が 

  

「2・7北方領土の日」廃止！「アイヌ新法」実現！２・４関東集会 

日本国家が奪った先住民族の民族主権の奪還を！  

ともに戦争を止めよう！ 

 

◆日時 ２月４日（日）１3 時 30分開始  

 

◆場所 地域交流センター代々木 

小田急線南新宿駅徒歩７分 JR代々木駅徒歩８分 

 

◆プログラム  

★発言 宇佐 照代さん （首都圏在住 アイヌ民族） 

   外間三枝子さん (首都圏在住 ウチナンチュ)  

 

★質問・提起 、今後の取り組みに向けて 

 

主催  ピリカ全国実行委員会・関東グループ 


